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巻

頭

言

龍
谷
仏
教
学
会

会

長

龍
口
明
生

こ

の

た

び

こ

こ

に

『

例

教

学

研

究

室

年

報

』

一

二

号

の

刊

行

を

見

ま

し

た

こ

と

は

関

係

者

共

々

慶

び

と

す

る

と

こ

ろ

で

あ

り

ま

す

。

本

年

報

は

仏

教

学

専

攻

の

大

学

院

生

及

び

修

了

者

が

自

身

で

編

集

・
発

行

し

て

い

る

も

の

で

、

小

規

模

と

は

言

え

、

発

刊

に

至

る

ま

で

の

苦

労

は

多

大

で

あ

っ

た
と
推
察
し
ま
す
。

と

こ

ろ

で

仏

教

学

研

究

の

対

象

も

領

域

も

拡

大

し

て

参

り

ま

し

た

。

現

代

社

会

が

抱

え

持

つ

諸

問

題

に

つ

い

て

私

達

は

決

し

て

無

関

心

で

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

。

否

、

仏

教

の

側

か

ら

積

極

的

に

対

応

し

て

行

か

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

が

、

そ

の

た

め

に

は

、

仏

教

文

献

を

中

心

と

し

た

基

礎

的

研

究

が

根

抵

に

な

く

て

は

な

ら

ず

、

そ

れ

と

共

に

他

分

野

に

対

す

る

精

確

な

理

解

が

先

ず

要

請

さ

れ

て

来
ま
す
。

こ

の

当

然

な

こ

と

が

疎

か

に

さ

れ

る

と

、

苦

労

し

て

仕

上

げ

た

論

文

も

感

惣

文

の

域

を

出

な

い

も

の

と

な

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

狭

義

の

仏

教

研

究

に

比

す

れ

ば

数

倍

も

の

努

力

を

裂

し

ま

す
。
近

年

は

社

会

人

の

入

学

者

も

潜

加

し

て

来

ま

し

た

。

各

種

の

分

野

で

活

躍

し

経

験

を

積

ん

で

来

ら

れ

た

訳

で

あ

り

、

互

い

に

影

響

し

合

う

こ

と

に

よ

っ

て

、

広

い

視

野

か

ら

仏

教

を

語

り

、

各

自

の

仏

教

研

究

の

意

味

を

闘

い

、

研

究

の

質

の

維

持

向

上

を

目

指

し

、

研

錆

を

積

む

こ
と
に
よ
り

、

研

究

室

が

さ

ら

に

活

発

化

す

る

こ

と

を

期

待

し

て

い

ま

す

。

そ

の

よ

う

な

中

に

於

い

て

こ

そ

こ

の

研

究

室

年

報

を

自

ら

の

手

で

発

刊

す

る

こ

と

の

意

義

は

ま

す

ま

す

深

い

も

の

と

な

る

で

あ

ろ

う

と

思
い
ま
す
。

掲

載

論

孜

二

腐

は

論

者

の

精

魂

を

込

め

た

成

果

で

あ

り

ま

す

。

内

容

的

に

は

未

熟

な

点

も

数

多

あ

ろ
う
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
何
卒
御
批
正
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ニ
O

O
四
年
三
月
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2001年度院生会会員研究発表題目

《日本印度学仏教学会第52回大会》

2001年6月30日 ・7月1日 於東京大学

井上博文

'1笠井 良彦

・孫 EE著

薬王菩縫考

衆同分と普遍

四諦における道諦説について

ー『婆沙論』を中心と してー

院生会会員研究発表題目

-岩田 朋子 臥座具 度の検討ー精舎奉納の因縁語を中心lこー

《北陸宗教文化学会第8回学術大会》

7月14日於兼六荘

-楼井良彦 有部における衆同分の用例

((fl妻土論文中間発表》

10月初日・ 31日 於龍谷大学大宮校舎東鋳 104教室

-加藤拓至 白蓮宗の研究

ー普度撰述『虚山蓮宗貿6勾を中心lこー

-近藤 博之 i去然教学の研究

-米森俊輔 吉蔵教判成立に関する研究

-西本 陽平 ダルマキールティの草IJJl目減論証の研究

-大友健志 Slokav<U1Iikn， Sphlllavadn章の研究

-天野 {言 原始仏教における過去fL♂忽の諸問題



龍谷大当t仰教学研究室年報第 l2号200川fj.::3月

-寺谷諭美 Cakkavalli-smanacl，トsullaにおける諸問題

-平井節代 クリシュナムルティの生涯と思想

一仏教との比較の4見者、からー

-鶴田大吾 智類の「三諦ー観」説の研究

-鈴木信一郎 『大熱包(言論』における真如論の研究

-中山 7主主E 道縛の浄土思JS研究

《平成13年度龍谷仏教学会学術研究発表会》

2002年 1月18日於龍谷大学大宮校舎西鋒大会議室

-井上博文

・慢井良彦

・岩田朋子

小池 i青廉

パーリ律が記す五百結集と七百結集

有部におけるprapliの実在論証

パーリ律における viharaの布施

現代カンボディアの仏教(1)

一民間療法とヒーリングにっし、てー

-佐長道亮 日信哉四分説における「自体分」の意義
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院生会会員研究発表題目

2002年度院生会会員研究発表題目

《パーリ学仏教文化学会第 16回学術大会》

2002年5月25日於駒津大学

-小池清廉 精神的1色機に対する社会文化的セイフテイネットとして

のカンボディア仏教及び伝統治療

《日本印度学仏教学会第53回学術大会》

7月6日於東国大学校大韓民国

-米森俊輔 『四論玄議』逸文に見る法朗の教判について

((11多士論文中間発表》

10月16日.17日.24日於龍谷大学大宮校舎東姥 104教室

-下里子 了爾 疑!為径典の研究ー W(，象i去決疑経』を通してー

十南 光正 『今昔物語集』における正像末思fgの研究

-大谷欣裕 台密形成における一大門教諭

-久保田干城 法蔵教判の研究

-田中由香 南部仏教における戒体の研究

-根来泰宏 中国唯識における無漏種子の変遷

-野E 立青 明恵よ人の研究

-山口陽二 天台円教行位説に関する研究

-高岡善彦 依他起性における雑染と清浄の問題

-小谷知弘 道宣の戒体思想、の研究



23 
ilil谷大学日!椴芋研究室年報第 12号2004年3月

-松島央龍 無表業の考察

-青木龍也 龍樹の空思想の研究

一『中E命.lli.主釈書『プラサンナパダー』の解釈に基づいて一

前田知郷 ネパールにおける女神信仰研究

-西谷 功 パーリ文献を中心としたアスラの諸相

・溝尻さやか チベット仏教におけるoracleの研究

一特にrDorje grags ldanについてー

-植松正行 アピダルマ仏教における随眠論の研究

ー『倶舎論.llr随眠品」を中心としてー

《平成14年度龍剖ム教学会学術研究発表会》

2003年1月20日於龍谷大学大宮校舎西錠大会議室

-井上博文 四分律第一結集記事の問題宇、

. ~tt苦愛美子 法上著『十地論議aJ1"ki1に見る円高血守JSの研究

米森俊輔 輿皇寺i去朗の三種教判と吉蔵の三種法輪

《貧奨文化研究所研究会》

2月22日於黄緊菖福寺内貧龍閣別館

-洪 俊婿 台湾における禅寺と修行1曽の生活
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院生会会員発潟市文

2001年度院生会会員研究発表論文

-井上 ↑専文 rIi'観薬玉菜上二菩薩経』と関連経典」

-桜井良彦

『龍谷大学仏教学研究室年報』第 11号 2001年3月

rIi'観薬王薬上二菩輯至』の研究」

『龍谷大学大学院文学研究科紀要』第23集 2001年 12月

「薬王菩陸考」

『印度学仏教学研究』第50巻第2号 2002年3月

'1m<伽行派における衆同分」

『龍谷大学仏教学研究室年報』第 11号 2001年3月

「衆同分と普遍」

『印度学仏教学研究』第50巻第2号 2002年3月

「説一切有部における衆同分の定義」

『イム教学研究』第57号 2002年3月

-孫 麗答 「四諦における道諦説についてー『姿沙論』を中心としてー」

『印度学仏教学研究』第50巻第2号 2002年 3月

・岩田朋子 「臥坐具度につし、てー精舎奉納の因縁語を中心にー」

『古E谷大学仏教学研究室年報』第 11号 2001年 3月

「臣岨具度の検討 ー精舎奉納の因縁詩を中心に 」

『印度学仏教学研究』第50巻第2号 2002年3月

・早川 貴司 「法雲のIi'i去華義記』における一乗解釈」

『龍谷大学仏教学研究室年報』第 11号 2001年3月

・小池清廉 「仏教倫理から見た自殺・安楽死 ・尊厳死問題ー咽含、

ニカ ヤ、律を中心にー」

『龍谷大学大学院文学研究和|紀要』第23集 2001年 12月



筒谷大学出l椴学研究室年銀銭12号2004年3月

2002年度院生会会員研究発表論文

-井上博文

-懐井良彦

-小池清廉

rM油apar山 bbanぉut1antaと第一結集」

『青E谷大学大学院文学研究科紀要』第24集 2002年 12月

「説一切有部における衆向分の分類」

『インド学チベット学研究』第5・6号 2003年3月

“Cambodian Buddhism and Traditional Hea1ing 

as Socio・cultUl'alSafety Net for Mental Crises" 

『パーリ学仏教文化学』第 16号 2002年12月

「生と死東と西一死ぬ権利はある力'--J

『国際社会福祉情報』第26号 2002年

“Suicide and Euthanasisa企oma Buddhist Viewpoint 

-DnM比重fyaJ ほlJaya乃臼kaand the Chinese Canonn-" 

『インド学チベット学研究』第5・6号 2003年3月

・米森俊輔 rli'四論玄議』逸文に見る法朗の教判について」

Ii'~p度学仏教学研究』第 5 1 巻第 2号 2003年3月
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龍谷大学自1;:数学研究室年報第12号2004年3月

編集後記

『龍谷大学{弗教学研究室年報』第 12号がようやく完成いたしました。

諸般の事情により発刊が遅延いたしましたことを、関係者の方々、お

よび執筆者の方々にお詫び申し上げます。

本誌は、龍谷大学において仏教学を専攻する大学院生がどのような

研究活動を行なっているのかを、広く学内外に知っていただくと共に、

大学院生に研究の場を提供しようという趣旨のもとに発刊 しておりま

す。掲載されている論文は、すべて大学院生によるものであるため、

未熟な点も多々あろうかと思いますが、執筆者のためにも、学の内外

を間わずご指導いただけたら幸いでございます。

最後になりましたが、 ご多忙にもかかわらず、 「巻頭言」を賜りまし

た龍口明生先生に、編集委員会一問、ここに感謝の意を表します。

(磯漫記)

龍谷大学悌教学研究室年報第 12号
2004年 3月31日発行

編集者龍谷大学側数学研究室年報編集委員会

磁i盛友美
印刷所 大学生協京都事業連合フーック7'1)ントセンタ一

発行所 龍谷大学仏教学研究室

干600-8268 京都市下京区七条大宮

Oi-5-343-3311 (代表)
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飽

谷

大

学

仏

教

学

院

生

会

会

則

旗第

粂量

第

三

車

期

四

条

!lllII第
七六五

長 S駐車

第

八

最

第

九

条

第

・R
総

A'I 

本
舎
は
、
飽
谷
大
学
仏
教
学
院
生
会
と
称
す
る
・

本
会
は
、
院
生
の
自
治
を
基
本
と
し
て
、
学
聞
の
自

由
を
同
組
し
、
健
甚
大
字
仏
教
学
大
学
院
生
の
研
究

活
動
の
向
ょ
に
野
助
、
金
目
佃

E
の
鰻
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
・

本
会
は
‘
執
行
部
を
南
都
市
下
京
区
七
最
大
宮
綿
谷

大
学
仏
教
学
研
究
室
内
に
置
〈
.

第

• 会
圃

本
会
は
、
次
の
会
闘
を
以
て
偶
成
す
る
.

て
正
合
同
胞
ハ
合
大
学
大
学
院
仏
教
牢
専
攻
に
在

筒
す
る
も
の
.

本
会
の
主
旨
に
圃
岡

L
、
特
に
本
金

に
認
め
ら
れ
た
も
の
.

二
、
ゆ
吉
岡

掴
三
-
-

総

会

総
会
は
.
本
金
の
暗
W
岡
崎
帽
決
機
関
で
あ
る
・

総
会
は
.
本
会
の
正
室
闘
を
も
っ
て
柵
成
す
る
.

健
会
は
、
正
金
圃
町
三
分
の
-
以
上
申
書
加
を
も
っ

τ開
岨
ず
る
こ
と
が
で
き
る
・

健
会
は
、
室
長
が
こ
れ
を
伺
聾
し
、
祝
町
岨
告
に
聞

出
噂
さ
れ
る
・

一
、
定
期
総
会
(
聾
年
四
月
)

ニ
‘
会
長
が
必
要
と

U
め
た
場
合
・

三、

E
企
奮
闘
の
五
骨
叩
-
以
上
の
遺
書
に
よ
る
要
求

の
あ
っ
た
場
合
.

総
会
に
お
け
る
決
岨
は
出
席
金
園
町
過
単
散
の
向
車

を
必
要
と
す
る
・

第

+

畢

第
十
-
車

指
十
二
品

第
十
三
晶

帯
十
四
晶

第
十
五
車

第
四
軍

執
行
部
役
貝

本
会
は
、
棋
の
役
聞
を
お
〈
.

一
、
①
企
畳
一
名
②
副
会
長
一
名
③
会
計
}
名

@
補
外
一
名
⑤
薗
紀
一
名
⑥
会
計
監
査
-
名

⑦
文
学
部
院
生
協
崎
会
代
最
委
員
二
名

二
、
た
だ
し
、
①
、
③
以
外
の
離
任
は
こ
れ
を
防
げ

t

、.

9
句

'w

金
畏
は
‘
告
聞
の
機
関
に
よ
り
総
会
の
承
認
を
得
る
・

旦
、
役
聞
は
、
総
会
に
布
い
て
正
全
国
よ
り
週
出
す

る
.
会
畏
は
、
本
会
を
代
喪
し
、
執
行
部
は
統
賠
す
る
.

役
闘
の
任
期
は
=
ヰ
と
し
、
且
任
は
妨
げ
な
い
.

第
五
・

黛

R・
本
会
は
第
二
条
町
目
的
を
遣
庇
す
る

h
、
棋
の
車
離

を
行
う
.

て
冊
究
兜
袋
会
、
制
演
会
得
の
開
悩
並
び
に
そ
の

恒
助
.

二
、
出
版
物
の
刊
行
.

三
、
金
岡
純
胞
に
関
す
る
事
蝿
.

串
+
四
島
て
ニ
.
の
@
揖
に
関
し
て
は
担
の
と
お

り
に
行
う
.

て
原
則
と
し
て
正
全
員
は
、
年
一
度
四
究
発
車
を

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
.
そ
の
発
表
の
場
と
し

て
定
倒
研
究
発
現
金
を
行
う
も
の
・
と
す
る
.

二
、
研
究
発
曹
に
関
し
て
は
、
次
町
と
お
り
に
行
う
・

イ
、
陸
士
謀
程
(
以
下

M
と
略
す
}
二
本
は
、

一
年

聞
を
発
車
楢
予
期
間
と
み
な
し
、
翌
年
度
初
頭

に
お
付
る
研
究
経
過
相
官
舎
に
て
発
費
を
行
う

も
の
と
す
る
・

ロ
.
M
二
年
以
上
は
、
修
士
輸
文
団
理
由
同
に
行
う

中
問
先
現
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が

で
き
る
・
但

L
.
u当
年
置
の
歯
文
園
出
在
行

わ
な
い
も
の
も
、
研
究
経
過
の
発
車
を
も
っ
て

第
十
六
条

期
+
七
条

第
+
八
畢

こ
れ
に
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
.

ハ
、
樽
士
後
間
過
程
【
以
下

D
と
帽
す
}
は
、
何
讐

か
の
研
究
結
践
に
活
字
他
さ
れ
た
踊
文
の
発
車

を
行
う
.

モ
但
し
、

D
-
俸
は
、
修
士
愉
士
嬰
尉

{
2
A

学
院
紹

E
に
掲
眼
分
)
を
も
っ
て
こ
れ
に
か

え
る
こ
と
が
で
き
る
.

三
、
第
十
四
条
ニ
町
内
、
年
一
回
は
、
研
究
施
鍵
の

発
刊
を
行
う
も
の
と
す
る
.
兄
、
先
刊
に
隠
し

て
は
.
組
鍵
霊
園
会
を
置
き
、

本
会
執
行
師
盛
田

園
を
も
っ
て
こ
れ
を
構
成
す
る
・

ィ
、
編
集
量
岡
町
内
、
・
集
畏
興
亜
一
名
を
宜
週

し
、
費
圃
を
統
括
す
る
も
申
と
す
畠
.

口
、
但
し
、
編
聾
舞
園
全
世
必
要
と
底
的
た
緬
官
、

若
手
名
司
書
闘
を
、
正
金
圃
よ
h
J

置
圃
蝿
由
佳

申
す
る
こ
と
が
で
き
る
・

略
六
・
・

金

針

本
金
町
会
計
年
度
は
、
毎
牢
四
月
一
日
よ
り
霊
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
・

本
告
の
経
費
地
、
溜
元
童
、
会
費
、
寄
付
量
.
担
よ

び
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
・

正
吉
岡
量
買
年
割
三
、

0
0
0円

申
企
圃
企
賓
館
守
翻
て

O
O
O門

本
会
的
決
軍
側
告
は
.
置
圃
葺
曇
園
町
監
査
を
う
附
た

後
、
執
行
郎
副
町
決
陣
帳
告
置
を
緯
舎
に
提
出
し
、
そ

の
am認
を
押
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

付

1'1 

て
本
会
則
は
、
総
量
の
決
踏
に
よ
り
藍
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
・

二
、
本
金
制
は
、
昭
和
六
+
年
四
月
一
目
指
行
{
平
成
三
年
五
月

一
回
一

郎
宜

E
}申
随
一
合
大
字
仏
教
学
院
生
金
金
制
の
二
聞

を
宜
更
し
、
平
成
六
隼
四
月
十
八
日
よ
り
随
行
す
る
・



BULLETIN 
OF 

BUDDHIST STUDIES 

RYUKOKU UNIVE-RSITY 

NO.12 

CONTENTS 

Foreword 

Problems of Saicho's Daito Shiragi Shoshu-gi-sho 
Ebyo Tendai'gi Shu 

(Shunsuke YONEMORI)・・・・・ l

paccekabuddha and Mαhapadanasuttαntα 
(ShinAMANO)・.. . . 1 

March， 2004 


